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調査報告書および要望書は、市議会ホームページに全文

を掲載しています。また、Youtube で特別委員会の録画

配信を行っています。ぜひご覧ください。
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①実証運行事業の検証を行い、将来の運行に当たっては、行政・民間・地域が三位一体で

取り組み、地元企業の協賛や地域の協力、地元交通事業者の理解を得ながら運行できる

体制づくりを検討すること。 

②将来運行する際には、デマンド公共交通の制度について、

市民へ周知を図るため、定期的に情報発信を行うこと。 

１　デマンド公共交通について 

①センサーカメラをはじめとしたＩＣＴ技術やドローン等を活用した上で、地理情報システ

ム等に農地の被害状況や鳥獣の侵入経路等の情報を登録し、情報の一元化を実施すること。

②猟銃ハンターの待遇改善及びなり手不足の解消を図るため、有害鳥獣・捕獲駆除業務委

託にかかる猟友会の出動費や捕獲駆除単価の増額といった方策を検討すること。

２　鳥獣被害対策について 

①老朽化した公共施設について、施設の状態や地域のニーズ等に応じて、施設の改修、除去・

譲渡、地域での利活用など、今後の施設の方向性を検討すること。 

②予防保全の面において、劣化度の評価に応じて修繕を行うとともに、一定の周期を決め

て計画的に改修を行う方法を検討すること。 

３　公共施設マネジメントについて 

①里山・田園集落の人口減少対策として、優良田園住宅制度について、市民や民間企業等

へ周知するとともに、制度の更なる活用方法を検討すること。 

②道路部局及び産業部局と連携し、民間企業の土地活用需要に応じた周辺環境の整備が行

えるよう、計画的な土地の活用を図ること。

４　土地活用計画について 

　議会改革特別委員会では、令和５年９月26

日以降、計13回の委員会を開催し、鈴鹿市議会

基本条例を検証し、更なる議会改革に向けて

調査研究を進めました。委員会では、条例の

各条における課題認識や取り組みの方向性な

どについて、改正の要否や議会改革に資する

取り組みの方向性などについて委員会討議を

実施して検証を進めました。そして、12月定例

議会本会議初日の11月25日に、宮木健委員長か

ら議長に対して調査報告書を提出しました。

議会改革特別委員会 調査報告

　令和７年１月15日、市政への提言書提出に合

わせて、議会改革特別委員会からの調査報告書

などに基づき、適正な議員報酬の在り方に関し

て審議する特別職報酬等審議会の開催を市長に

求める要望書を提出しました。要望書には、同

委員会における議員報酬に関する検証結果に調

査研究資料を添えるとともに、議員の幅広い人

材確保と活動水準の維持向上のため、急激に変

化する社会経済情勢に臨機に対応できるよう、

審議会を毎年開催するよう要望しました。

特別職報酬等審議会開催を要望


